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分担研究報告書 

生涯を通じた健康の実現に向けた「人生最初の 1000日」のための、妊娠前から出産後の女性に

対する栄養・健康に関する知識の普及と行動変容のための研究 

 

 

妊娠前から出産後の女性に対する栄養・健康に関する知識の普及と行動変容のためのプラットホ

ーム骨格の開発に関する研究‐2 

 

研究代表者 荒田 尚子 研究開発法人国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター
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研究分担者 秋山 美紀 慶応義塾大学環境情報学部 教授   

研究要旨：胎児期から生後早期の環境が生涯を通じた健康に強く影響を及ぼすことから、「人生

最初の 1000日」の栄養状態の改善が重要である。 一方で、妊娠してから女性の栄養や生活スタ

イルに介入しても、妊娠転帰に対する効果は限られていることから、受胎前のヘルスケア、すなわ

ち「プレコンセプションケア」が重要となる。本研究では、最終的に、妊娠前から出産後の女性に対

する栄養・健康に関する知識の普及と行動変容のための持続可能、発展可能なプラットホームの

骨組みを開発する。２０２１年度は、（１）インターコンセプションケアおよび産後の栄養・健康に関す

る知識の普及のためのプログラム開発、（２） 2020年度に作成したプレコンセプションケアの知識

に関するリーフレットである「プレコンノート」を基に、プレコンセプションケアチェックツールの開発を

行った。いずれも、国外のインターコンセプションケア、プレコンセプションケアの最新のガイドライ

ンを参照し、わが国での性と生殖に関する知識や教育の不足分を補填しつつ、わが国の状況にあ

ったリーフレットやウェブコンテンツを作成した。本介入コンテンツを用いて 2022年度にプレコンセ

プションケアの対象者およびインターコンセプションケアの対象者に対して行動理論に基づいた介

入を行い実証し、改訂していく予定である。 
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Ａ. 研究目的 

胎児期から生後早期の環境が生涯を通じ

た健康に強く影響を及ぼすことから、「人生
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最初の 1000日」の栄養状態の改善が重要

である（https://thousanddays.org/）。 一方

で、妊娠してから女性の栄養や生活スタイル

に介入しても、妊娠転帰に対する効果は限ら

れていることから、受胎前のヘルスケア、す

なわち「プレコンセプションケア」が重要とな

る。2018年のランセット誌では、栄養につい

ての妊娠前からの介入の必要性を強調する

一方で、ケア対象者への介入の難しさが論

じられた（Lancet、391（10132）、2018）。ま

た、米国では、2006年より関連団体からなる

PCHHC Initiative を中心に、企業を巻き込

みながら若い世代の健康への関心を高めつ

つある（Upsala Journal of Medical Sciences, 

2016.DOI:10.1080/03009734.2016.1204395

）。 

わが国では、1980年代から四半世紀にわ

たる若い女性のやせの増加と平均出生体重

の減少が問題視されている。一方で、若い女

性の肥満はやや増加傾向にある。2010年か

ら 3年間にわたって全国 15か所で約 10万

人の妊婦が登録されたエコチル調査のデー

タでは（Journal of Epidemiology 2018; 28: 

99）、肥満妊婦の割合の地域差は 7.3％と大

きく、やせ妊婦より肥満妊婦の比率の多い地

域もみとめられ、やせの増加のみならず若い

女性の肥満も大きな問題といえよう。一方

で、妊娠初期の喫煙率の地域差や、葉酸サ

プリの適切な使用の低さ（8.3％）など

（Congenit Anom. 2019;59:110）、日本にお

ける妊娠前のヘルスケアの問題が明るみに

なった。 

本研究では、若い女性や妊産婦の身体状

況や栄養状態、生活スタイル等の現状、およ

びそれらの妊娠転帰への影響、妊娠前から

の栄養を含めた生活因子や身体所見、環境

曝露などと妊娠成立や妊娠転帰との関連性

を明らかにし、これらの結果をもとに栄養・健

康に関する知識の普及のみならず効果的な

行動変容を起こしうる介入法を開発し、開発

したプログラムやツールの実証を行う。最終

的に、妊娠前から出産後の女性に対する栄

養・健康に関する知識の普及と行動変容の

ための持続可能、発展可能なプラットホーム

の骨組みを開発する。２０２１年度は、（１）イ

ンターコンセプションケアおよび産後の栄

養・健康に関する知識の普及のためのプロ

グラム開発、（２） 2020年度に作成したプレ

コンセプションケアの知識に関するリーフレッ

トである「プレコンノート」を基に、プレコンセ

プションケアチェックツールの開発を行った。 

 

Ｂ．研究方法    

（１） インターコンセプションケアおよび産後

の栄養・健康に関する知識の普及のた

めのプログラム開発  

PubMed Advanced Search Builder にて

2012年 1月 1日～2021年 10 月 31日の期

間で （(inter conception[Title]) OR 

(interpregnancy[Title])) and (review 

or guideline)の検索ワードで検索を行い、

その後はハンドリサーチにて有用な文献

を収集し、この 10年間のインターコンセ

プションケアに関する海外でのガイドラ

イン、レビューを参考に、本プログラムの

１）インターコンセプションケアの定義、

２）ケアの内容、３）ターゲットとする集

団および到達方法、４）課題について、本

分担研究者と研究協力者にて洗い出し、リ

ーフレットを作成し、そのリーフレットに

対に対して本研究班メンバーと厚生労働

省担当者にてメール上での議論を行い、リ

https://thousanddays.org/
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ーフレット（試験版）を完成させた。同試

験版にて 2022年度にて実証を行い、最終

版とする予定である。 

 

（２） プレコンセプションケアチェックツール

の開発 

2021年度に作成した、一般の性成熟期女

性に対するプレコンセプションケアの介入の

ためのリーフレットである「プレコンノート」の

内容をウェブコンテンツとして作成した。 

性成熟期女性を対象とした、プレコンセプ

ションケアの 21の介入内容（プレコンアクシ

ョンの 21の項目：添付文書３）について世界

各国のガイドラインの項目と比較した。 

（倫理面への配慮） 

今年度は、特に倫理的配慮は必要がない。 

 

Ｃ．研究結果 

（１） インターコンセプションケアおよび産後

の栄養・健康に関する知識の普及のための

プログラム開発 （添付資料１） 

PubMed Advanced Search Builder にて

2012年 1月 1日～2021年 10月 31日の期

間で （(inter conception[Title]) OR 

(interpregnancy[Title])) and (review 

or guideline)の検索ワードで検索を行っ

た結果 44文献が該当した。その後はハン

ドリサーチにて有用な文献を収集し、最終

的に、この 10年間のインターコンセプシ

ョンケアに関する海外でのガイドライン、

レビューである 7 論文（添付資料１ 表

１）を選出した。その際に、発展途上国を

対象とした論文、限定された疾患や病態に

関する論文、同じ内容について古い内容、

同じ内容の重複を除外し、一般人口に応用

できるものとした。これらの７論文を参考

に本プログラムの１）インターコンセプシ

ョンケアの定義、２）ケアの内容、３）タ

ーゲットとする集団および到達方法、４）

課題について、本分担研究者と研究協力者

にて洗い出した。それを基に、リーフレッ

トを作成し、そのリーフレットに対して本

研究班メンバーと厚生労働省担当者にて

メール上での議論を行い、リーフレット

（試験版）を完成させた（添付資料２ 図）。

同試験版にて 2022年度にて実証を行い、

最終版とする予定である。 

（２） プレコンセプションケアチェックツール

の開発 

 2021年度に作成した、一般の性成熟期

女性に対するプレコンセプションケアの介入

のためのリーフレットである「プレコンノート」

の内容をウェブコンテンツとして作成し、「プ

レコン宣言」として 21のプレコンアクションを

チェックし、宣言できるようにした（URL: 

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/se

ction/preconception/preconnote/index.html

#explainprecon ）。チェックをいれると、その

ひとが必要なアクション項目のみ選択された

内容が描出されるように作成し、指導者が指

導する際に使いやすいよう工夫をした。 

性成熟期女性を対象とした、プレコンセプ

ションケアの 21の介入内容（プレコンアクシ

ョンの 21の項目：添付文書３）について世界

各国のガイドラインの項目と比較した。海外

の介入項目をほぼ網羅した。家庭内暴力

（Domestic violence：DV）については、プレコ

ンアクションの 21項目に含まれていないが、

参考ウェブサイト内に、「DV相談＋」（内閣

府共同参画のウェブサイト）を紹介する形で

含めた。また、基礎体温、月経、生物学的な

男女の違いの 3項目については、海外のプ

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/preconception/preconnote/index.html#explainprecon
https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/preconception/preconnote/index.html#explainprecon
https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/preconception/preconnote/index.html#explainprecon
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レコンセプションケアの項目では取り上げら

れていないが、わが国では包括的セクシュア

リティ教育の不足による性と生殖に関する知

識不足がプレコンセプションケアを実施する

ために大きな課題であることから、これらの知

識を補う目的で「プレコンノート」へ追加した。 

 

Ｄ．考察 

（１） イントラコンセプションケアおよび産後

の栄養・健康に関する知識の普及のための

プログラム開発  

 ターゲットグループへのケアの到達を

実践するためには、乳幼児健康診査事業な

どへの政策的なアプローチが必要と考え

られた。また、産科医、小児科医、内科医、

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱ医、助産師、保健師、看護師、管

理栄養士などへのプレコンセプションケ

アおよびその一部であるインターコンセ

プションケアの国内でのガイドライン作

成とともに啓発が重要と考えられた。 

 また、インターコンセプションケアのコ

ンテンツのうち、国際的に議論されている

妊娠間隔について、わが国でのエビデンス

は不足していることから、わが国でのエビ

デンスを作成することがまずは必要と思

われた。 

まずは本プログラムを実証しつつ、上記

を並行して進めていくことが重要であろ

う。 

（２） プレコンセプションケアチェックツール

の開発 

 今後、プレコンセプションケアを行っていくう

えでのリーフレットである「プレコンノート」およ

びウェブサイト「プレコンノート」を作成した。

個々の女性に対して適切に情報が提供でき

るかどうかは2022年度の実証によって問題点

を明らかにし、改善していく必要がある。さら

に、持病を持つ女性に対するコンテンツに関

しては、今後各分野のエキスパートと産科医、

助産師などと協働で作成していく必要がある。 

 

Ｅ．結論 

海外の妊娠前から妊娠、産後の栄養・健

康に関する知識の普及とそれに伴う効果的

な行動変容実施の現状の調査からプレコン

セプションケアの介入効果は期待できるもの

の限定的といわれている。本研究班では、プ

レコンセプションケアおよびインターコンセプ

ションケアの対象者への介入コンテンツの作

成を本年度までに行った。介入方法に関し

ては行動理論をとりいれたさらなる検討が必

要と考えられた。2022年度にプレコンセプシ

ョンケアおよびインターコンセプションケアを

実践し、行動変容を実際におこすことが可能

かどうかを実証する予定である。 
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添付資料 １．インターコンセプションケ

アおよび産後の栄養・健康に関する知識の

普及のためのプログラム開発について 

添付資料 ２．図 介入プログラムに使用

するリーフレット（試作版） 

添付資料 ３．プレコンノート 21 項目と

各国ガイドラインの項目との対比 

 


